
◎

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）

抄

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（
第
二
十
四
条
関
係
（
平
成
十
六
年
十
月
一
日
施
行
）
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
厚
生
年
金
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
特
例
）

（
厚
生
年
金
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
特
例
）

第
十
四
条

附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る

第
十
四
条

附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る

政
府
が
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
給
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
厚
生

政
府
が
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
給
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
厚
生

年
金
相
当
給
付
費
用
（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
に
相
当
す

年
金
相
当
給
付
費
用
（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
に
相
当
す

る
給
付
に
要
す
る
費
用
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
を

る
給
付
に
要
す
る
費
用
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
を

い
う
。
附
則
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
厚
生
年
金
保
険

い
う
。
附
則
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
厚
生
年
金
保
険

法
第
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
よ
る
保
険
給
付
に

法
第
八
十
一
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用

要
す
る
費
用
と
み
な
し
、
同
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適

と
み
な
し
、
同
法
附
則
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

用
に
つ
い
て
は
、
年
金
た
る
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
と
み
な
す
。

は
、
年
金
た
る
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
と
み
な
す
。

（
保
険
料
率
の
特
例
）

（
保
険
料
率
の
特
例
）

第
十
八
条

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
及
び
改
正
前
国
共
済
法
第
百
十
一
条
の
六

第
十
八
条

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
及
び
改
正
前
国
共
済
法
第
百
十
一
条
の
六

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
（
当
該
指
定
に
係
る
旧
適
用
法
人
が
日
本
た
ば
こ

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
（
当
該
指
定
に
係
る
旧
適
用
法
人
が
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
事
業
所
又
は
事
務
所
の
う
ち
厚
生
年

産
業
株
式
会
社
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
事
業
所
又
は
事
務
所
の
う
ち
厚
生
年

金
保
険
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
所
で
あ
る
も
の
に

金
保
険
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
所
で
あ
る
も
の
に

使
用
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
被
保
険
者
の
同
法
に
よ
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
同

使
用
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
被
保
険
者
の
同
法
に
よ
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
同

法
第
八
十
一
条
第
四
項
の
表
の
下
欄
中
「
千
分
の
百
三
十
九
・
三
四
」
、
「
千
分

法
第
八
十
一
条
第
五
項
中
「
千
分
の
百
三
十
五
・
八
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
分
の

の
百
四
十
二
・
八
八
」
、
「
千
分
の
百
四
十
六
・
四
二
」
、
「
千
分
の
百
四
十
九

百
五
十
五
・
五
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
施
行
日
の
前
日
以
前
の
日
か
ら
引
き
続
き



・
九
六
」
及
び
「
千
分
の
百
五
十
三
・
五
〇
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
分
の
百
五
十

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
者
（
施
行
日
の
前
日
以
前
の
日
か

五
・
五
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
施
行
日
の
前
日
以
前
の
日
か
ら
引
き
続
き
厚
生
年

ら
引
き
続
き
当
該
事
業
所
又
は
事
務
所
に
使
用
さ
れ
る
者
に
限
る
。
）
の
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
者
（
施
行
日
の
前
日
以
前
の
日
か
ら
引
き

金
保
険
法
に
よ
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

続
き
当
該
事
業
所
又
は
事
務
所
に
使
用
さ
れ
る
者
に
限
る
。
）
の
厚
生
年
金
保
険

法
に
よ
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

旅
客
鉄
道
会
社
等
（
改
正
前
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
法

２

旅
客
鉄
道
会
社
等
（
改
正
前
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
法

人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
並
び
に
附
則
第
三
十
二
条
及
び
第
五
十
四
条
に
お
い
て

人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
並
び
に
附
則
第
三
十
二
条
及
び
第
五
十
四
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
改
正
前
国
共
済
法
第
百
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
法

同
じ
。
）
及
び
改
正
前
国
共
済
法
第
百
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
法

人
（
当
該
指
定
に
係
る
旧
適
用
法
人
が
旅
客
鉄
道
会
社
等
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

人
（
当
該
指
定
に
係
る
旧
適
用
法
人
が
旅
客
鉄
道
会
社
等
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

）
の
事
業
所
又
は
事
務
所
の
う
ち
厚
生
年
金
保
険
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項

）
の
事
業
所
又
は
事
務
所
の
う
ち
厚
生
年
金
保
険
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項

に
規
定
す
る
適
用
事
業
所
で
あ
る
も
の
に
使
用
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
被
保
険
者
の

に
規
定
す
る
適
用
事
業
所
で
あ
る
も
の
に
使
用
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
被
保
険
者
の

同
法
に
よ
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
十
一
条
第
四
項
の
表
の
下
欄
中

同
法
に
よ
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
十
一
条
第
五
項
中
「
千
分
の
百

「
千
分
の
百
三
十
九
・
三
四
」
、
「
千
分
の
百
四
十
二
・
八
八
」
、
「
千
分
の
百

三
十
五
・
八
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
分
の
百
五
十
六
・
九
」
と
す
る
。
こ
の
場
合

四
十
六
・
四
二
」
、
「
千
分
の
百
四
十
九
・
九
六
」
及
び
「
千
分
の
百
五
十
三
・

に
お
い
て
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

五
〇
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
分
の
百
五
十
六
・
九
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
者
（
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
十

３

前
二
項
に
規
定
す
る
者
（
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
十

二
号
に
規
定
す
る
第
三
種
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
国
民
年

二
号
に
規
定
す
る
第
三
種
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

号
）
附
則
第
三

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第
三
十

十
三
条
の
規
定
（
同
条
に
規
定
す
る
施
行
日
の
属
す
る
月
か
ら
平
成
十
八
年
八
月

五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
三
種
被
保
険
者
」
と
あ

ま
で
の
月
分
の
保
険
料
率
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条

る
の
は
、
「
第
三
種
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

中
「
第
三
種
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
種
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保
険

（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
附
則
第
十
八
条
第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
前
段

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
附
則
第
十
八
条

に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。


